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２
０
１
６
年
は
皆
さ
ま
に
と

っ
て
ど
ん
な
年
だ
っ
た
だ
ろ
う

か
。
昨
年
の
コ
ラ
ム
で
は
、

「
売
り
上
げ
の
さ
ら
な
る
拡
大

を
目
指
し
、
金
融
機
関
の
根
本

解
決
を
図
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ

に
掲
げ
た
。

　
皆
さ
ま
の
館
は
実
り
あ
る
成

果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
だ

ろ
う
か
。
Ｄ
Ｄ
Ｓ
な
ど
の
金
融

支
援
を
受
け
て
再
生
の
チ
ャ
ン

ス
を
つ
か
ん
だ
の
で
あ
れ
ば
大

変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
期

待
通
り
の
結
果
に
な
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
れ
ば
、
今
年
こ
そ
は

チ
ャ
ン
ス
を
勝
ち
取
っ
て
ほ
し

い
。

　
今
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
だ

ろ
う
か
。
小
職
は
「
油
断
し
て

い
る
と
足
下
を
す
く
わ
れ
る
リ

ス
ク
の
多
い
年
」
と
な
る
と
考

え
て
い
る
。
好
調
の
中
で
も
、

リ
ス
ク
の
芽
を
早
く
見
つ
け
対

策
を
打
っ
て
い
き
た
い
。
勝
っ

て
兜
の
緒
を
締
め
る
こ
と
で
あ

る
。
今
回
コ
ラ
ム
で
は
、
対
策

を
取
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介

し
よ
う
。

　
■
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
行
動
パ

タ
ー
ン
変
化
に
注
意
す
る

　
昨
年
は
、
好
調
だ
っ
た
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
が
急
減
し
た
と
方
々

の
旅
館
・
ホ
テ
ル
で
聞
く
こ
と

が
多
か
っ
た
年
だ
っ
た
。
外
国

人
の
お
客
さ
ま
も
ラ
ン
ド
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
も
移
り
気
な
性
格
で

あ
る
。

　
興
味
関
心
の
変
化
に
よ
り
人

気
ル
ー
ト
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ

た
り
、
ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
隣
館
に
た
や
す
く
乗
り
換
え

た
り
す
る
こ
と
で
売
り
上
げ
が

激
減
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
長

期
的
で
安
定
的
な
取
引
が
で
き

る
よ
う
な
信
頼
関
係
を
築
い
て

い
れ
ば
良
い
が
、
年
の
途
中
に

気
移
り
す
る
と
も
限
ら
な
い
。

　
特
定
の
旅
行
会
社
か
ら
〝
受

け
身
〟
の
送
客
に
頼
る
の
で
は

な
く
、
自
館
に
ふ
さ
わ
し
い
お

客
さ
ま
を
抱
え
て
い
る
旅
行
会

社
に
対
し
て
、
こ
ち
ら
か
ら
出

向
い
て
お
付
き
合
い
で
き
る
よ

う
行
動
す
る
こ
と
を
お
勧
め
す

る
。

　
■
雇
用
環
境
の
変
化
に
注
意

す
る

　
昨
年
は
過
重
労
働
に
よ
る
事

件
が
世
の
中
を
に
ぎ
わ
せ
た
年

だ
っ
た
。労
働
条
件
に
つ
い
て
、

従
業
員
、
労
働
基
準
局
と
も
敏

感
な
年
に
な
る
だ
ろ
う
。
就
業

規
則
、
賃
金
規
程
な
ど
で
悪
意

の
あ
る
従
業
員
に
突
か
れ
て
し

ま
う
よ
う
な
漏
れ
が
な
い
か
今

一
度
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
。

　
慢
性
的
な
サ
ー
ビ
ス
残
業
を

課
題
と
し
て
い
る
旅
館
・
ホ
テ

ル
は
仕
方
が
な
い
と
諦
め
ず

に
、
業
務
効
率
化
や
シ
フ
ト
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
の
工
夫
を
行
お

う
。
採
用
や
定
着
化
に
苦
戦
し

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
異
業
種

の
取
り
組
み
を
学
ぼ
う
。
今
ま

で
の
仕
事
の
や
り
方
を
守
る
こ

と
が
伝
統
を
守
る
こ
と
で
は
な

い
。
雇
用
環
境
の
変
化
を
捉
え

て
柔
軟
に
対
応
し
よ
う
。

　
（
山
田
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
事
業
企
画
部
部
長
）
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Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内
旅
行
企
画
は


月
９
日
、
客
船
「
に
っ
ぽ

ん
丸
」
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た

名
古
屋
港
発
着
の
企
画
商
品

「
世
界
自
然
遺
産
小
笠
原
と

硫
黄
島
・
西
之
島
周
遊
ク
ル

ー
ズ
６
日
間
」を
発
売
し
た
。

通
常
は
東
京
か
ら
夜
間
運
航

の
定
期
便
に
乗
船
し
な
け
れ

ば
行
け
な
い
小
笠
原
へ
名
古

屋
港
か
ら
直
行
す
る
。

　
西
之
島
と
硫
黄
島
を
船
上

か
ら
観
覧
で
き
る
。
西
之
島

は
２
０
１
３
年
に
新
た
な
火

口
か
ら
噴
火
が
始
ま
り
、
現

在
も
流
れ
出
し
た
溶
岩
な
ど

に
よ
る
火
砕
丘
が
広
が
り
続

け
て
い
る
。
硫
黄
島
は
活
動

中
の
火
山
島
で
、
海
上
自
衛

隊
と
航
空
自
衛
隊
の
基
地
が

置
か
れ
て
い
る
た
め
、
島
内

の
立
ち
入
り
が
制
限
さ
れ
て

い
る
。

　

年
６
月

日
出
発
。
旅

行
代
金
は

万
３
千
円
か

ら
。
２
月

日
ま
で
の
早
期

申
込
特
典
と
し
て
５
千
円
分

の
船
内
商
品
券
を
付
け
る
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｃ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
東
京
都

港
区
）
は
２
月
、
高
輝
度
・

高
画
質
化
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
手
間
、
経
費
削
減
を
両
立

し
た
液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

「
Ｎ
Ｐ
―
Ｐ
Ａ
８
０
３
Ｕ
Ｊ

Ｌ
」
＝
写
真
＝
な
ど
６
機
種

を
発
売
す
る
。

　
新
商
品
は
、
幅
５
０
３
×

高
さ
１
６
８
×
奥
行
き
４
１

１
㍉
、

・
２
㌔
と
軽
量
コ

ン
パ
ク
ト
。
大
画
面
表
示
で

高
画
質
投
写
を
実
現
し
た
一

方
、
省
エ
ネ
モ
ー
ド
「
エ
コ

モ
ー
ド
」
を
選
択
す
る
と
、

ラ
ン
プ
推
奨
交
換
時
間
が
最

大
５
千
時
間
ま
で
延
長
で
き

る
。
さ
ら
に
集
塵
効
率
を
改

善
し
た
防
塵
フ
ィ
ル
タ
ー
に

よ
り
、
フ
ィ
ル
タ
ー
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
最
大
１
万
時
間
に
対

応
す
る
な
ど
、
約
５
年
間
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
と
手

間
を
大
幅
に
削
減
で
き
る
。

　
レ
ン
ズ
は
別
売
り
で
、
設

置
場
所
に
応
じ
て
８
種
類
の

オ
プ
シ
ョ
ン
レ
ン
ズ
を
用
意

し
て
い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
先
は
、
Ｎ
Ｅ

Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
・
カ
ス

タ
マ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎

０
１
２
０
（
６
１
０
）
１
６

１
。

　
観
光
庁
は
、

月
８
日
の

与
党
税
制
改
正
大
綱
の
決
定

を
受
け
て
、
消
費
税
免
税
店

の
許
可
を
受
け
た
酒
蔵
（
酒

類
製
造
場
）
が
訪
日
外
国
人

旅
行
者
に
日
本
産
の
酒
を
販

売
す
る
際
に
酒
税
を
免
除
す

る
制
度
を
創
設
す
る
。
２
０

１
７
年

月
１
日
に
開
始
す

る
予
定
。

年
度
の
税
制
改

正
に
向
け
て
国
税
庁
と
共
同

で
要
望
し
て
い
た
。

　
訪
日
外
国
人
旅
行
者
に
よ

る
地
方
の
酒
蔵
を
巡
る
観
光

「
酒
蔵
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
清
酒
、

焼
酎
、
ワ
イ
ン
な
ど
日
本
産

の
酒
の
訪
問
先
で
の
購
入
、

消
費
を
拡
大
す
る
。
日
本
産

の
酒
に
つ
い
て
の
認
知
度
を

向
上
さ
せ
、
近
年
増
加
傾
向

に
あ
る
輸
出
の
促
進
に
も
つ

な
げ
る
。

　
制
度
の
創
設
に
よ
り
、
清

酒
で
は
１
・
８
㍑
、
ア
ル
コ

ー
ル
分

％
、
税
込
み
価
格

２
千
円
の
場
合
、
酒
税
２
１

６
円
、
消
費
税
１
４
８
円
、

合
計
３
６
４
円
が
免
税
に
な

る
。
酒
蔵
は
国
内
に
約
３
千

カ
所
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
免

税
店
の
許
可
を
受
け
て
い
る

の
は
約

カ
所
で
あ
る
た

め
、
新
制
度
を
周
知
し
、
免

税
店
の
許
可
の
取
得
を
呼
び

か
け
る
。

　
中
国
地
方
の
宮
島
、広
島
、

岩
国
、
呉
、
廿
日
市
の
観
光

関
連
団
体
が
宣
伝
隊
を
編
成

し
、

月

～

日
、
東
京

都
内
で
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し

た
。

日
に
は
台
東
区
の
観

光
経
済
新
聞
社
を
訪
れ
、冬
、

春
の
イ
ベ
ン
ト
や
見
ど
こ

ろ
、
食
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
。

　
訪
れ
た
の
は
広
島
観
光
親

善
大
使
の
福
山
桃
子
さ
ん
、

ミ
ス
岩
国
の
岩
崎
阿
子
さ

ん
、
く
れ
マ
リ
ン
ク
イ
ー
ン

の
松
野
由
紀
さ
ん
、
宮
島
観

光
親
善
大
使
の
高
橋
裕
子
さ

ん
ら
＝
写
真
。

　
宮
島
は
２
０
１
８
年
に
平

清
盛
生
誕
９
０
０
年
、
厳
島

神
社
修
造
８
５
０
年
を
迎
え

る
た
め
、

年
か
ら
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
を
年
間
通
し
て
開
催

す
る
。
高
橋
さ
ん
は
「
２
月

に
は
毎
年
恒
例
の
カ
キ
祭
り

が
行
わ
れ
る
。
ぜ
ひ
食
べ
に

来
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

　

年
９
月
に
世
界
遺
産
の

原
爆
ド
ー
ム
の
隣
に
「
お
り

づ
る
タ
ワ
ー
」
が
完
成
し
、

新
た
な
観
光
名
所
と
し
て
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
る
と
報

告
し
た
の
は
福
山
さ
ん
。
冬

の
風
物
詩
と
な
っ
た
広
島
の

夜
を
彩
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ

ベ
ン
ト
「
ひ
ろ
し
ま
ド
リ
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
は

「
今
年
は

年
ぶ
り
に
リ
ー

グ
優
勝
し
た
広
島
カ
ー
プ
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
も
作
ら
れ
た
」
と

見
ど
こ
ろ
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
。

　
年
間
３
０
０
万
人
が
観
光

に
訪
れ
る
岩
国
。
岩
崎
さ
ん

は
「
錦
帯
橋
の
周
り
に
は
３

千
本
以
上
の
桜
が
植
え
ら
れ

て
い
る
。
３
０
０
年
以
上
続

く
伝
統
の
鵜

を
見
な
が
ら

の
夜
桜
見
物
は
趣
が
あ
る
」

と
誘
客
を
促
し
、
２
０
１
６

年
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
以
来
、

来
館
者
が

万
人
突
破
し
た

「
岩
国
シ
ロ
ヘ
ビ
の
館
」
に

つ
い
て
も
説
明
し
た
。

　
松
野
さ
ん
は
昨
年
度
に
続

き
、
今
年
度
も
好
評
の
イ
ベ

ン
ト
「
呉
海
自
カ
レ
ー
」
に

つ
い
て
報
告
。
市
内
の

店

舗
で
実
施
さ
れ
て
い
る
、
海

上
自
衛
隊
呉
基
地
の
戦
艦
ご

と
の
カ
レ
ー
が
味
わ
え
る
シ

ー
ル
ラ
リ
ー
の
参
加
者
が
今

年
度
は

万
人
に
届
き
そ
う

な
勢
い
。
「
来
年
度
は
カ
レ

ー
の
ト
ッ
ピ
ン
グ
が
開
発
さ

れ
る
予
定
」
と
、
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
し
た
。


